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メ;党寺大沢池は，平安H寺代初j剖，~V:~ I峨天主主の造 'å~'による悦l峨院の催IhlI.Q!H，'i と ff(;定されており，

池の北約 90m の位置に存在する名古首路湖、および現大党寺境内を含めて岡の史跡， 名勝{ζ折

iEされている。 19831，=1:，大1'J:守は弘法大自i[i大遠忌法要事業の一部として，大沢池北岸の護岸税

仙こ[引を企阿し. 1984年 ， 工引に先なって ， 同の À lì助 ~I(主として発#IILW併でを実施した。淵fiは

京都府 ， 京都市文化財保護r~の協力のもとに奈良間立文化財研究所が担当し ， 訓脊|託は12カ所 ，

計 174m~ ， WJ間は19841，1三8月20日から10月3日までである 。

調査の結果，大沢池の造成にあたっては，それ以前(乙|二|然の制流によって地ti'lした1陵虐jを

l''iBI紺山の汀線(乙利I IJ し ， 鎌倉H与代以降に ， 乙の際Jf習の上 Ji!Hζtfrた (ζm~土椴備を行い， 不大の王

下iで化ね1:して洲浜状汀線の改修を行っている乙とが判明した。また名市泊施は，現存する出石

和jのうち当初Jの仰聞を伝えるものは 2石で，他の4石はすべて近111:以降lζ転倒している ζとが

明らかとなった。 路石和 l背後の築山の当初Jの形状や ， 尚口への導水路は淵脊市Î~j~のうえで明確

にする乙とはできなかった。路石組から流れ出したili水は，間の前而において一口制を形成し

た後，途中水分石や大ぷりの武石等を配した葉掘りのj出となり ，*' I~) や仙状Ji1 N~が存在するな

ど変化{ζ白んだ流路となっている。検出したのは，路石組から大沢仙(ζ表る区IlaJの北半誇1532.5

mで，南半世15は不明である。埋土からの出土造物は平安時代ラ!とから割!1合H寺代頃のものであるが，

賞制色粘質土の地山而iと前述の醗Jj'{1上ifli{ζおいて検出しており ，llil.~ I峨 1~'611寺代のiti水をほぼ断裂

するものと考えてよい。乙れ以外(ζ，鎌倉時代の旧大覚寺の東西築地塀の痕跡と，ζれに伴う

瓦淵~iを検出した。(1日中荷雌・木l 十l }'ü
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